
シャーシの管理

この章は、次の項で構成されています。

•単一サーバのデュアル接続（1ページ）
•シャーシ要約（2ページ）
•シャーシインベントリ（6ページ）
•ダイナミックストレージ（8ページ）

単一サーバのデュアル接続
デュアル VICおよびシングルサーバハードウェア構成を持つシャーシを備えた S3260スト
レージサーバは、2番目のSIOCの仮想インターフェイスカードの仮想ネットワークインター
フェイス（vNICまたは vHBA）を、ホストネットワークトラフィック用としては使用しませ
ん。この 2番目の SIOCは、シャーシ管理コントローラ（CMC）の冗長性のためにのみ使用さ
れます。このリリースでは、S3260ストレージサーバは、次の 2つの要因に基づいて、デュア
ル接続性を備えた単一のサーバをサポートしています。

•サーバボードと SIOCカード間の PCIeは、BIOSを使用して接続されます。

• CMCは、サーバ IDとそれを作成した仮想ネットワークインターフェイスとの正しいア
ソシエーションを制御します。

この機能を使用すると、Web UIまたはコマンドラインインターフェイスを使用して有効また
は無効にすることで、新しい単一サーバのデュアル VICシャーシプロパティを Cisco IMCで
設定できます。

Cisco IMCのハードウェア設定に基づいて、特定の PCI接続が VICで有効になります。CMC
は現在のシャーシハードウェア構成とともにシンガーサーバデュアルVICプロパティを使用
して、デュアル SIOCVICのいずれかに仮想ネットワークインターフェイスを作成するときに
指定するサーバ IDプロパティを識別します。Web UI上の VIC設定ページには、VICが PCIe
にリンクされているサーバ IDの読み取り専用属性が表示されます。これはホストサーバに
よって、仮想ネットワークインターフェイストラフィック用に使用されます。
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単一サーバのデュアル SIOC接続の設定

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

•シャーシには、単一のサーバと 2つの VICアダプタ（SIOC）が必要です。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Chassis Summary]ペインの [Chassis Properties]領域で、[Server SIOC Connectivity]フィールドか
ら、[Single Server Single SIOC]または [Single Server Dual SIOC]を選択します。

単一のサーバと2つのSIOCが搭載されたシャーシがある場合、[ServerSIOCConnectivity]フィー
ルドに [Single Server Dual SIOC]と表示されます。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

これにより、デュアル接続またはシングル接続用にサーバが設定されます。

シャーシ要約

シャーシサマリーの表示

デフォルトでは、CiscoUCSCシリーズラックマウントサーバにログオンすると、シャーシの
[サマリー（Summary）]ペインがWeb UIに表示されます。次の手順を実行することで、別の
タブまたは作業領域を開いている際に、シャーシのサマリーを表示することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Chassis Summary]ペインの [Chassis Properties]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

シャーシのモデル名。[Product Name]フィールド

シャーシのシリアル番号。[Serial Number]フィールド

シャーシの管理
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説明名前

製品 ID。[PID]フィールド

シャーシのユーザ定義の説明。[Description]フィールド

サーバのユーザ定義のタグ。デフォルトでは、新しいサーバ

のアセットタグには [Unknown]と表示されます。
[アセットタグ（Asset Tag）]
フィールド

このフィールドは、シャーシに 1つのサーバと 2つ
のVIC（SIOC）アダプタが取り付けられている場合
にのみ編集できます。

（注）

サーバが単一の SIOCまたは 2つの SIOCに接続されているか
どうかを示します。次のオプションがあります。

• [Single Server Dual SIOC]：これにより、2つの VICアダ
プタ（SIOC）を単一の使用可能なサーバに向けることが
できます。これはデフォルト値です。

単一のサーバデュアル SIOC接続は、シャーシ
に 2つの SIOCを持つ単一サーバが組み込まれ
ている場合にのみ可能です。

（注）

• [Single Server Single SIOC]：これにより、特定のサーバに
単一の SIOCを設定することができます。

[Server SIOC Connectivity]
フィールド

ステップ 4 [Chassis Summary]ペインの [Cisco IMC Information]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

Cisco IMCのユーザ定義のホスト名。デフォルトでは、ホスト
名はCXXX-YYYYYY形式で表示されます（XXXはサーバの
モデル番号、YYYYYYはシリアル番号です）。

[Hostname]フィールド

Cisco IMCの管理 IPアドレス。[Management IPAddress]フィー
ルド

選択されたタイムゾーンを表示します。[Timezone]フィールド

タイムゾーンを選択できます。[Select Timezone]ポップアッ
プ画面で、マップの上にカーソルを移動し、ロケーションを

クリックしてタイムゾーンを選択するか、もしくは [Timezone]
ドロップダウンメニューからタイムゾーンを選択します。

[Select Timezone]ボタン
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説明名前

Cisco IMCクロックが示している現在の日時。

Cisco IMC NTPが無効になっている場合、サーバ
BIOSから現在の日時を取得します。NTPを有効に
すると、BIOSおよび Cisco IMCは現在の時刻と日
付をNTPサーバから取得します。この情報を変更す
るには、サーバをリブートし、BIOS設定メニュー
へのアクセスに関するメッセージが表示されたらF2
キーを押します。メインのBIOS設定タブでオプショ
ンを使用して日付または時刻を変更します。

（注）

[Current Time]フィールド

選択したタイムゾーンに準じた地域のローカルタイム。カレ

ンダーアイコンをクリックするか、またはローカルタイムを

選択することで、ローカルタイムを設定できます。

[Local Time]フィールド

ステップ 5 [Chassis Summary]ペインの [CMC 1]および [CMC 2]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

CMCの IPアドレス。[IP Address]フィールド

アクティブなネットワークインターフェイスに割り当てられ

ているMACアドレス。
[MAC Address]フィールド

現在の CMCファームウェアのバージョン。[Firmware Version]フィールド

サーバの状態。次のいずれかになります。

• [Active]：CMCはアクティブです。

• [Standby]：CMCはスタンバイモードです。

[State]フィールド

ステップ 6 [シャーシ要約（Chassis Summary）]ペインの [シャーシステータス（Chassis Status）]領域で、
次の情報を確認します。

説明名前

シャーシの全体のステータス。次のいずれかになります。

• Good

• [Moderate Fault]

• [Severe Fault]

[Overall Chassis Status]フィー
ルド

シャーシの管理
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説明名前

温度ステータス。次のいずれかになります。

• Good

• [Fault]

• [Severe Fault]

このフィールドのリンクをクリックして、詳細な温度情報を

表示できます。

[Temperature]フィールド

メモリモジュールの全体的なステータス。次のいずれかにな

ります。

• Good

• [Fault]

• [Severe Fault]

このフィールドのリンクをクリックして、詳細なステータス

情報を表示できます。

[Overall DIMMStatus]フィール
ド

電源装置の全体的なステータス。次のいずれかになります。

• Good

• [Fault]

• [Severe Fault]

このフィールドのリンクをクリックして、詳細なステータス

情報を表示できます。

[Power Supplies]フィールド

電源装置の全体的なステータス。次のいずれかになります。

• Good

• [Fault]

• [Severe Fault]

このフィールドのリンクをクリックして、詳細なステータス

情報を表示できます。

[Fans]フィールド

シャーシの前面パネルロケータ LEDがオンかオフか。

このオプションを使用できるのは一部の UCS Cシ
リーズサーバだけです。

（注）

[Front Locator LED]フィールド
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説明名前

すべてのコントローラの全体的なステータス。次のいずれか

になります。

• Good

• [Moderate Fault]

• [Severe Fault]

[全体のストレージステータス
（Overall Storage Status）]
フィールド

• [Server 1]：サーバ 1の電源がオンかオフか。

• [Server 2]：サーバ 2の電源がオンかオフか。

[Power Status]フィールド

• [Server 1]：サーバ 1のロケータ LEDがオンかオフか。

• [サーバ 2（Server 2）]：サーバ 2のロケータ LEDがオン
かオフか。

[Locator LED]フィールド

ステップ 7 [Chassis Summary]ペインの [Power Utilization]領域で、シャーシとサーバの電力使用率を円グ
ラフの図で確認します。

ステップ 8 [Chassis Summary]ペインの [Server Utilization]領域で、グラフで表示された次の情報を確認し
ます。

シャーシインベントリ

シャーシ上のサーバの詳細の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューで、[Inventory]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]作業ウィンドウに、[Servers]タブがデフォルトで表示されます。シャーシ上のサー
バの高いレベルの詳細を確認します。

説明名前

サーバのモデル名。[Name]カラム

製品 ID。[PID]カラム

サーバに割り当てられている UUID。[UUID]カラム

シャーシの管理
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説明名前

サーバのシリアル番号。[SysSerialNum]カラム

CPUのコアの数[Number of Cores]カラム

使用可能な総メモリ。[Memory]カラム

現在の電源状態。[Power State]カラム

電源のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューで、[Inventory]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]作業ウィンドウで、[Power Supplies]タブをクリックし、各電源の次の情報を確認し
ます。

説明名前

電源装置ユニットの ID。[Device ID]カラム

電源装置のステータス。[Status]カラム

電源装置への入力（ワット単位）。[Input]カラム

電源装置からの最大出力（ワット単位）。[Max Output]カラム

電源装置のファームウェアバージョン。[FW Version]カラム

ベンダーによって割り当てられた電源の製品識別子。[Product ID]カラム

Cisco VICアダプタプロパティの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューで、[Inventory]をクリックします。

シャーシの管理
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ステップ 3 [Inventory]作業ウィンドウで、[Cisco VIC Adapters]タブをクリックし、次の概要を確認しま
す。

説明名前

アダプタが装着されている PCIスロット。[Slot Number]カラム

アダプタのシリアル番号。[Serial Number]カラム

アダプタの製品 ID。[Product ID]カラム

アダプタが Cisco IMCを管理できるかどうか。この機能は、
設置されているアダプタのタイプと、その設定内容によって

異なります。詳細については、使用しているサーバタイプに

対応するハードウェアインストレーションガイドを参照して

ください。

[Cisco IMC Enabled]カラム

アダプタの説明。[Description]カラム

ダイナミックストレージ

ダイナミックストレージのサポート

このリリースで有効な、Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバは、Cisco Management
Controller（CMC）のシリアル接続 SCSI（SAS）ドライブのダイナミックストレージをサポー
トしています。このダイナミックストレージのサポートは、CMCのSASFabricManagerによっ
て提供されます。

Fabric Managerは、アウトオブバンドイーサネット接続を介して PMC SASエクスパンダとや
り取りします。SASエクスパンダを使用すると、SASコントローラカードのストレージ機能
を最大化することができます。これらのエクスパンダを使用して、最大 60個のハードドライ
ブをサポートする SASコントローラを採用できます。CMCで、アクティブな SIOCによって
エクスパンダのゾーン分割が設定され、ユーザはWebUI、コマンドラインインターフェイス、
またはCisco UCSManagerを介してサーバノードにドライブを割り当てることができます。ス
タンバイCMCは現在の状態で更新されるため、CMCのフェールオーバーのスタンバイ時に、
CMCはゾーン分割の役割を引き継ぐことができます。ドライブが特定のサーバノードに表示
されていれば、RAIDコントローラを使用してこれらを管理できます。

SASコントローラは、デフォルトで 56台のハードディスクドライブ（HDD）をサポートしま
す。また、サーバノード 2をサーバ 2の 4台の追加 HDDに置き換えるプロビジョンもありま
す。その場合、[Zoning]ページに表示される HDDの数は合計で 60です。ただし、CMCは追
加の HDD 57、58、59、60のゾーン分割をサポートしません。

（注）

シャーシの管理

8

シャーシの管理

ダイナミックストレージ



SAS Fabric Managerによって、他のプロセスがエクスパンダおよびドライブを設定またはモニ
タするためのAPIライブラリが提供されます。ファブリックの設定には、ドライブのゾーン分
割、エクスパンダおよびドライブのファームウェアの更新が含まれます。

ダイナミックストレージは次のオプションをサポートしています。

•サーバ 1およびサーバ 2への物理ディスクの割り当て

•シャーシ幅ホットスペア（RAIDコントローラでのみサポート）

•共有モード（HBAでのみサポート）

•物理ディスクの割り当て解除

SASエクスパンダプロパティの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューで、[Inventory]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]作業領域で、[Dynamic Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [SAS Expander]タブで、SASエクスパンダの次の高いレベルの詳細を確認します。

説明名前

エクスパンダの製品 ID。[ID]カラム

エクスパンダの名前。[Name]カラム

エクスパンダが使用するファームウェアバージョン。[Firmware Version]カラム

エクスパンダのセカンダリファームウェアバージョン。[Secondary Firmware Version]カ
ラム

エクスパンダのハードウェアバージョン。[Hardware Revision]カラム

エクスパンダの SASアドレス。[SAS Address]カラム

シャーシの管理
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説明名前

LSI RAIDコントローラで受信されるアップリンク速度。

一部の Cシリーズサーバでのみ使用できます。（注）

[SASエクスパンダ（SAS Expander）]テーブルの右
上隅にある [フィルタ（Filter）]アイコンを使用し、
サーバ 1と 2に対して、それぞれ最大 4つの速度レ
ベルを表示できます。テーブル内の個々の速度を表

示するには、速度フィルタの横にあるチェックマー

クを選択します。

（注）

[Server Up Link Speed]カラム

SASエクスパンダでの 6Gまたは 12G混合モード速度の有効化

Cisco IMCは、SASエクスパンダに 6ギガバイトまたは 12ギガバイトの混合モード速度をサ
ポートしています。6ギガバイトのソリッドステートドライブ（SSD）が現在 12ギガバイト
のSSDに移行しているため、このサポートが追加されました。この機能を使用すると、[Dynamic
Storage]タブで SASエクスパンダを選択し、要件に基づいていずれかのモードを有効にするこ
とができます。

SASエクスパンダでの 6Gまたは 12G混合モードの有効化

このオプション（トグルボタン）を使用して、カードに対する 6ギガバイトまたは 12ギガバ
イトの混合モード速度のサポートを有効または無効にすることができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューで、[Inventory]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]作業領域で、[Dynamic Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [SAS Expander]領域で、[Enable 6G-12G Mixed Mode]をクリックします。

ステップ 5 （任意）機能を無効にするには、[Disable 6g-12G Mixed Mode]をクリックします。

サーバへの物理ドライブの割り当て

要件に基づいて、サーバ 1、サーバ 2またはその両方に物理ドライブを割り当てることができ
ます。Web UIの [Chassis Front View]領域に、シャーシで使用できる物理ドライブが表示され
ます。個別に物理ドライブを選択するか、またはドライブに対応するチェックボックスをオン

にすることで物理ドライブの行全体を選択できます。

シャーシの管理
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始める前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューで、[Inventory]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]作業領域で、[Zoning]タブをクリックします。

[Chassis Front View]が表示されます。

ステップ 4 [Chassis Front View]作業領域で、個々のサーバまたはサーバの行を選択します。

ステップ 5 [Assign to Server 1]または [Assign to Server 2]リンクをクリックします。
コントローラとパスの値を選択するダイアログボックスが表示されます。

説明名前

選択した物理ドライブを割り当てるコントローラを選択でき

ます。

コントローラのオプションは、すべてのデュアルコ

ントローラに使用できます。

（注）

[Controller]ドロップダウン

SASエクスパンダのパスを選択できます。次のいずれかを選
択できます。

• [Path-0]

• [Path-1]

• [Both Paths]

パスのオプションは、DHBAコントローラでのみ使
用可能です。

（注）

[パス（Path）]ドロップダウン

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 7 両方のサーバに物理ドライブ（複数可）を割り当てるには、[Share]リンクをクリックします。

物理ドライブが両方のサーバに割り当てられることを知らせるプロンプトが表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックして確定します。

共有モードは HBAでのみサポートされます。（注）
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次のタスク

物理ドライブをシャーシ幅ホットスペアとして移動したり、サーバの共有またはサーバの割り

当て解除を行います。

シャーシ幅ホットスペアとしての物理ドライブの移動

選択した物理ドライブをシャーシ幅ホットスペアとして移動できます。WebUIの [ChassisFront
View]領域に、シャーシで使用できる物理ドライブが表示されます。個別に物理ドライブを選
択するか、またはドライブに対応するチェックボックスをオンにすることで物理ドライブの行

全体を選択できます。

シャーシ幅ホットスペアは、Mezz RAIDコントローラ（UCS C3X60ストレージ用の RAIDコ
ントローラ）でのみサポートされます。このオプションは、シャーシに HBAカードがある場
合は使用できません。

（注）

始める前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューで、[Inventory]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]作業領域で、[Zoning]タブをクリックします。

[Chassis Front View]が表示されます。

ステップ 4 [Chassis Front View]作業領域で、個々のサーバまたはサーバの行を選択します。

ステップ 5 [Chassis Wide Hot Spare]リンクをクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

サーバへの追加の物理ドライブの割り当て、サーバの共有、またはサーバの割り当て解除を行

います。

物理ドライブの割り当て解除

要件に基づいて、サーバ 1またはサーバ 2またはその両方から物理ドライブの割り当て解除
（関連付けの削除）を行うことができます。Web UIの [Chassis Front View]領域に、シャーシ

シャーシの管理
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で使用できる物理ドライブが表示されます。個別に物理ドライブを選択するか、またはドライ

ブに対応するチェックボックスをオンにすることで物理ドライブの行全体を選択できます。

始める前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Chassis]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Chassis]メニューで、[Inventory]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]作業領域で、[Zoning]タブをクリックします。

[Chassis Front View]が表示されます。

ステップ 4 [Chassis Front View]作業領域で、個々のサーバまたはサーバの行を選択します。

ステップ 5 [Unassign]リンクをクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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